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市の人口 総数51,209人（男24.564・女26.645) 世帯数14.875 (3 月31日現在） 	（毎月2 回 1日’15日発行） 

一．一広報 

③こしかわら 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ＜ります。 

市 民 憲 章 （昭和59年lo月 1日制定） 

'： わた＜したらの先人は、不梶不屈の五所I瞭 
1i，魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
':．開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き
ら 上げ云した。 
】： わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
'i． い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
:． し、郷土の限りない発展を願つて、こ 
':： こに市民憲章を定めます。 
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 一

  5
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

防
火

の
大
役

あ
な

た
が

主
役
 

春
の
火
災
予
防
 
チ
ビ
ッコ
消
防
士
が
防
火
パ
レー
ド
 

春
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目

の
四
月
八
日
、
と
き
お
り
小
雨

の
降
る
中
、
昨
年
五
月
に
結
成
 

さ
れ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
プ
の
子
 

ど
も
達
が
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
 

し
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
 

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
松
島
、
長
橋
、
 

梅
田
な
ど
九
つ
の
ク
ラ
プ
か
ら

，
 
約
二

〇
〇
人
の
チ
 

ビ
ッ
コ
消
防
士
が

参
加
。
そ
ろ
い
の
 

（
ッ
ピ
姿
も
勇
し

く
、
午
前
十
時
に

消
防
署
前
を
出
発

し
、
本
町
、
大
町
、
 

布
屋
町
の
コ
ー
ス

を
約
一
時
間
に
わ

た
っ
て
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
 

「
火
の
用
心
」
 

カ
チ
、
カ
チ
と
拍

！十
木
を
叩
き
な
が
 
 

ら
、
か
わ
い
い
声
で
一
生
懸
命

火
災
子
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
地
域
防

災
協
会

（
飛嶋
孝
英
会
長
）
や

消
防
本
部
と
と
も
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
 

ま
た
、
四
月
七
日
に
は
消
防

署
員
や
団
員
七
十
人
と
約
三
十

台
の
ポ
ン
プ
車
が
出
動
し
、
全

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
火
災
子
防
連
動
期

間
中
に
は
、
 一
日
婦
人
消
防
官
、
 

高
層
建
築
物
の
火
災
を
想
定
し

た
避
難
、
救
助
、
消
火
訓
練
、
 

ひ
と
り
暮
し
老
人
家
庭
の
訪
問

な
ど
を
行
い
、
市
民
の
防
火
意
 

識
の
高
揚
を
図
り
 

ま
し
た
。
 

ま
た
、
運
動
期
 

間
中
に
結
婚
さ
れ
 

た
十

一
の
カ
ッ
プ

ル
に
、
地
域
防
災
 

協
会
か
ら
消
火
器

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

r
/1
 
-

‘
轟
‘
て
 

ザ
「
『一
、
喜
湾4負
r
 

白
生
会
胃
腸
病
院
で
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
ー
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潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
め
ざ
して
1
・
 

第
十

五
回
環
境
緑

化

ま
つ
り
開
催
 

花
と
緑
の
市
が
、
四
月
十
七

日
か
ら
ニ
十
日
ま
で
の
四
日
間

に
わ
た
り
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り

広
場
で
開
か
れ
、
花
と
緑
を
求

め
る
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 「緑
を
大
切
に
、
 

潤
い
の
あ
る
生
活
を
ノ
」
を
テ
 
 

ー
マ
に
、
緑
豊
か
な
環
境
づ

く

り
運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
が

県
森
林
組
合
連
合
会
、
北
津
軽

森
林
組
合
と
の
共
催
で
開
い
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
五
回

目
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
森
田
市
 
 

長
が
 
「活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
統
き
、
今
春
小
・
中
学

校
（
入
学
し
た
児
童

・
生徒
の

代
表
と
し
て
南
小
一
年
生
の
岩

測
州
人
く
ん
ら
四
人
に
、
高
橋

教
育
長
か
ら
桜
の
入
学
記
念
樹

が
贈
ら
れ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
入
ロ
で
待
ち
か

ね
て
い
た
市
民
が
ど
っ
と
押
し

寄
せ
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
こ
の
緑
化
ま
つ
り

が
開
か
れ
る
の
を
心
ま
ち
に
し

て
い
る
市
民
も
多
く
、
本
格
的
 
 

な
春
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。
 

会
場
に
は
、
苗
木
の
鉢
植
え

を
売
る
ビ
ニ
ー
ル
ハウ
ス
な
ど

が
立
ち
並
び
、
そ
れ
を
買
い
求

め
る
市
民
で
大
に
ぎ
わ
い
。
 

こ
の
ほ
か
期
間
中
に
は
、
ナ

ン
テ
ン
、
黒
松
な
ど
苗
木
の
無

償
配
布
、
「花
木
類
の
せ
ん
定
」
 

実
技
講
習
会
、
ヒ
バ
木
工
品
コ
 

ー
ナ
ー
、
農
林
事
務
所
職
貝
に

よ
る
花
と
緑
の
相
談
所
、
N
T
 

T
の
電
話
試
演
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
行
わ
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。
 

市
で
は
四
月
十
七
日
、
水
田

農
業
確
立
推
進
対
策
会
議
（
会

長
・
森
田
市
長
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
 

同
会
議
は
、
市
に
お
け
る
水

田
農
業
確
立
対
策
を
、
行
政
と

生
産
者
団
体
が
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
対
策
の
 
 

円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
設
置

す
る
も
の
で
、
農
業
団
体
、
県

出
先
機
関
、
生
産
者
団
体
な
ど

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

会
議
で
は
、
ま
ず
森
田
市
長

が
「
今
後
の
減
反
政
策は
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
行
政
と
農
業
団
体
が
一
 

致
団
結
・
協
力
し

て
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
・
」
 

う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
 
と
あ
いさ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
会
議
で
は
、
 

今
後
、
水
田
農
業

確
立
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、
相
互

に
連
絡
調
整
をと

リ
な
が
ら
転
作
等

の
目
標
達
成
に
向

け
協
議
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

大勢の市民でにぎわう環境緑化まつ‘J 

オープンにあたってテープカッ トを
する森田市長（中央） 

』い 

確
翻
推
進
対
策
 

会
議
設
置
 

（
・
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圏圃囲国囲囲園囲圃 
ロ期 間 5月20日（水）まで、 

暴力団の資金源になる事業や取引きに 
かかわらないようにしましょう 

五所川原市・五所川原地区防犯協会・五所川原警察署 

落成した松島汚水ボンプ場全景 
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ポンプの作動スイッチを押す森田市長 

"
l
 

ー
 

幸
「・
・
プ『
，》L

、
》
》
ノ
阜
考
一／レ
 
フ
ノ
L

A
A、
、
 o

口
 

〇
o
7
通
水
式
行
わ
れ
る
 
C
 

叙
A
、

じ

松
島
汚

水
ポ
ン
プ

場
完
成
 

市
が
、
昨
年
十
月
か
ら
市
内

松
島
町
に
建
設
工
事
を
進
め
て

い
た
松
島
汚
水
ポ
ン
プ
場
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
四
月
十
七
日
、
 

関
係
者
が
出
席
し
て
通
水
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
、
ポ
ン
プ
の
作

動
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
松
島
団

地
内
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

通
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
ポ
ン
プ
場
は
、
既
設
の
松

島
汚
水
処
理
場
の
孝朽
化
が
激

し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
建
設
し

た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
 

ト
造
り
（
地
下
一
階
、地
上
一

階
）
延
べ
面
積
百
五
十
五
平
方
 

H
、
工
事
費
一
億
五
千
万
円
。
 

ポ
ン
プ
は
、
二
基
据
え
付
け

ら
れ
、
 一
日当
た
り
の
処
理
能

力
は
二
千
二
十
立
方
H
で
す
。
 

こ
の
施
設
は
、
悪
臭
、
騒
音

な
ど
の
公
害
防
止
に
万
全
を
期

し
、
運
転
操
作
は
全
自
動
、
無

人
化
、
テ
レ
メ
ー
タ
ー
を
使用

し
て
市
内
幾
世
森
に
あ
る
浄
化

セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
監
視
す
る

近
代
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

完
成
に
よ
り
、
団
地
内
の
汚
水

は
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

、I
I
 

「新
た
な
交
流
と
発
展
ー
北

の
飛
躍
を
め
ぎ
し
て
」
を
統

ー
 

テ
ー
マ
に
、
昭
和
六
＋
三
年
七

月
に
開
催
さ
れ
る
「
青
函
ト
ン

ネ
ル
開
通
記
念
博
覧
会
」
 
（
略

称
「
青
函
博
」
）
の
宣
伝
の
た

め
四
月
二
十
日
、
ミ
ス
青
函
博
 

（
福
士
保子
さ
ん
、
窪
田
恵
美

子
さ
ん
、
岩
谷
教
子
さ
ん
、
西

村
深
雪
さ
ん
）
の
四
人
が
杉
内

昭
夫
青
函
博
実
行
委
員
会
事
務

局
事
業
部
事
業
課
長
に
伴
わ
れ
、
 

森
田
市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
は
 

「毎
日
の
P
R
活
動
ご
苦
労
さ

ま
で
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激
 
 励

し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
ミ
ス
青
函
博
一
行

は
弘
前
市
な
ど
を
訪
間
し
、
同
 

P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

公
「期
〉
 
昭
和
六
十三
年
七

月
九
日
ー
九
月
十
八
日
ま
で
の

七
十
ニ
間
 

〈
会場
〉
 
青
森
市
安
方
地
区
 

（
ア
ス
パム
周
辺
）
 

〈
入
場
料〉
 
大
人
一
一千
円

（
 

前
売
券
千
五
百
円
）
、
高
校
生

千
五
百
円
（
同
千
円
）
、
小

・

中
学
生
千
円

（
同七
百
円
）
、
 

幼
児
三
百
円
（
同
二
百
円
）
 

な
お
、
前
売
券
は
昭
和
六
十

二
年
七
月
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

ミス青逐i博と歓談する森田市長（右から 
3番目） 

ス青函博 
市長を表敬訪間 
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行
政
相
談
所
を
開
設
 

市
で
は
、
市
民
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
 

そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る
た
め
、
 

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
ロ
頭
、
電
話
、
 

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
 

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委

貝
は
、
秘
密
を
守
り
親
身
に
お

世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕
 

行
政
相
談
委
員
の
紹
介
 

〇
稲
葉
忠
司
（市
内寺
町
一
の五
）
 

商
 
業
 。
O
三
六
O
六
番
 

  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
 「教
務

課
」
 
へお
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

胃
⑨
三
二
〇
一
番
 

住
所
 
市
内
飯
詰
 

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
 

者
。
 

⑤
出
願
手
続
 

入
学
選
考
料
 
四
千
円

（
そ
 

の
ほ
か
必
要
書
類
）
 

⑥
聴
講
料
 

一
教
科
（
二単
位
）
四
千
円
。
 

（
実
験
及
び実
習
に
要
す
る
 

費
用
は
別
途
徴
収
）
 

 

森田市長（右）から辞令を手渡される嶋谷固定
資産割三価審査委員 

 

固
定
資

産
評
価
審
査
委

員
に
 

嶋
谷
氏
を
再
選
 

市
で
は
こ
の
 
し

立
て
等
に
つ
い
て
の
審
査
を

ほ
ど
、
任
期
満
 

職
務
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
任

了
と
な
っ
た
固
 

期
は
三
年
で
す
。
 

定
資
産
評
価
審
 

再
選
さ
れ
た
嶋
谷
氏
は
、
 一

査
委
貝
会
委
員
 
野
坪

に
居
住
し
、
昭
和
三
十
四

に
鳴
谷
敏
氏

（
 
年
の
八
戸
税
務
署
を
振
り
山
し
 

4
7）
を
再
選
し
 

に
、
五
十
四
年
ま
で
税
務
畑
一

ま
し
た
。
 

筋
に
動
め
ら
れ
、
辞
職
後
、
税
 

同
委
員
は
固
 
理
士
事

務
所
を
開
業
し
、
五
十

定
資
産
評
価
に
 
九

年
か
ら
現
職
と
な
っ
て
い
ま

対
す
る
異
議
申
 

す
。
 

し
て
五
期
十
年
に
わ
た
り
、
市

民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
処
理

や
相
談
に
あ
た
る
な
ど
、行
政

と
市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

去
る
四
月
九
日
、
中
山
亘
青

森
行
政
監
察
事
務
所
長
か
ら
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

事
に
関
す
る
こ
と
で
、
法
律
や

手
続
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
日
頃
お
困
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
不
満
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
対
象
に
な
リ
ま
す
。
 

▽
相
談
日
 
毎
週
木
曜
日
（
午

前
十
時
、
午
後
三
時
ま
で
）
 

▽
場
所
 
市
民相
談
室

（
。
国

一
「
一
一
番内
線
二
八
一
番）
 

o
川
村
昌
子
（寓
敷
島
町
一
の
四
）
 

歯
科
医
 
。O
二
五
一
九
番
 

（
敬
称略
）
 

元
行
政
相
談

委
貝
の
成
田
栄

一
氏
（
市
内
寺

町
）
に
、
総
務

庁
長
官
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

同
氏
は
、
三

月
三
十
一
日
を

も
っ
て
退
任
し

ま
し
た
が
、
行

政
相
談
委
貝
と
 

中山青森行政監察事務所長（右）から
感謝状を伝達される成田栄一氏 

行
政
相
談
委

員
と
し

て
十
年
 

総
務
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
 

青
森
職
訓
短
大
 

聴
講
生
制
度
開
設
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

m
聴
講
対
象
科
 

で
は
、
昭
和
六
十
ニ
年
度
か
ら
 

機
械
シ
ス
テ
ム
系

（
生産
機
 

幅
広
く
実
践
技
術
者
を
養
成
す
 
械
科
、

金
属
成
形
科
）
、
建
 

る
こ
と
を
目
的と
し
て
、
 一
般
 

築
設
備
科
、
電
子
科
。
 

の
方
を
対
象
に
、
特
定
の
授
業
 

②
入
学
時
期

科
目
を
聴
講
す
る
制
度
を
開
設
 

四
月
、
十
月
。
 

し
ま
し
た
。
 

⑧
在
学
期
間
 

聴
講
生
制
度
に
つ
い
て
の
概
 

原
則
と
し
て
一
年
以
内

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
 

④
出
願
資
格
 

お
、
入
学
に
際
し
て
は
、
書
類
 

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
 

審
査
、
面
接
等
を
行
い
ま
す
。
 

又
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
 

.
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争
 

五
所
川
原
ロ
 

ー
ーー
タ
リ
ー
ク
ラ
 

ブ

（
佐
藤堅
瑞

会
長
）
で
は
四

月
ニ
日
、
 「旧

平
山
家
住
宅
」
 

を
訪
れ
、
史
跡

の
環
境
美
化
に

役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
 
「ゴ
ミ

か
ご

（
ス
チー

 

ル
製
、
高
さ
七

十
惨
、
直
径
五
 

五所川原口ータリークラブ 

襲畿鞭畿難薫織慧 
膏響曇響奮カら2人旦鵬江渡 

⑥子供と高齢者を交通事故から守りましよう

五所川原市交通事故防止対策本部 

春の全国 

交通安全運動 
ロ期間 5月H日（月）~5月20日水 

ロ運動の重点 
1‘若年運転者の無謀運転の追放 

2．子供と高齢者の交通事故防止 

3．正しい方法によるシートベルト、 
ノ＼ルメツトの着用の徹底 

い
」
 
と
激励
す

る
と
、
池
田
監

督
は
「
全
国
大

会
で
も
、
持
て

る
力
を
出
し
切

る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
来
ま
す
」
 

と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

選
手
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

和
田
孝
紀
く
ん
 

（
五
小
六年
）
 

「旧
平
山
家
住
宅
」
の環
境
美
化
に
と
ゴ
ミ
か
ご
 

五
所

川
原
柔

道
少

年
団

全
国

大
会
に
“
【
 

派
出
所
や
駐
在
所
に
勤
務
し

て
い
る
外
勤
警
察
官
は
、
各
家

庭
や
事
業
所
な
ど
を
戸
別
に
訪

間
し
て
「
巡
回
連
絡
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

巡
回
連
絡
は
、
 

①
犯
罪
の
子
防
や
交
通
事
故
の

防
止
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な

連
絡
を
行
う
。
 

②
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
や
意

見
を
伺
い
、
困
り
事
相
談
に

も
応
ず
る
。
 

③
母
子
家
庭
、
出
稼
ぎ
の
留
守
 
 

家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

な
ど
の
激
励
や
保
護
に
当
た

る
。
 

な
ど
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

の
安
全
と
平
穏
を
守
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

1
、通
知
票
へ
の
記
入
 

巡
回
連
絡
の
際
、
新
た
に
転

居
し
て
来
た
家
庭
に
は
、
 「通

知
票
」
を
お
届
け
し
、
ご
家
族

の
お
名
前
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
 
 

十
竺
）
」
三
個
を
寄
贈
、
江
渡

哲
哉
初
代
会
長
、
岩
谷
一
正
副

会
長
、
宮
川
健
三
郎
環
境
保
全

委
貝
長
、
鎌
田
嘉
兵
衛
同
委
貝

が
高
橋
教
育
長
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
 

高
橋
教
育
長
は
「
ご
好
意
に

感
謝
し
ま
す
。
旧
平
山
家
住
宅

を
訪
れ
る
参
観
者
は
、
年
ご
と

に
増
え
て
お
り
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
親
類
や

知
人
の
方
か
ら
家
を
尋
ね
ら
れ

た
り
、
緊
急
に
運
絡
を
必
要
と

す
る
場
合
な
ど
に
活
用
で
き
る

よ
う
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。
 

趣
旨
を
理
解
さ
れ
、
ぜ
ひ
受

け
持
ち
の
派
出
所
、
駐
在
所
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

2
、気
軽
に
ご
相
談
を
 

巡
回
連
絡
は
、
受
け
持
ち
の

外
勤
警
察
官
が
各
家
庭
な
ど
に

対
し
て
一
年
間
に
最
低

一
回
以
 

去
る
四
月
五
日
、
占
森
市
の

ス
ポ
ー
ッ
会
館
で
開
か
れ
た
、
 

第
七
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
青

森
県
子
選
で
、
五
所
川
原
柔
道

少
年
団

（
団長
斎
藤
貢
・
団
員

七
〇
人
）
が
団
体
戦
で
初
優
勝

し
、
五
月
四
、
五
日
に
東
京
の

講
道
館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
 

少
年
団
の
池
田
栄
一
郎
監
督
、
 

秋
山
巌
二
父
兄
会
長
、
坂
本
義

正
コ
ー
チ
と
選
手五
人
は
四
月

六
日
に
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
 

高
橋
教
育
長
に
初
優
勝
と
全
国
 

上
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、困
り
事
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

地
域
の
警
察
活
動
に
住
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
巡
回
連
絡
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
ご理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

大
会
出
場
を
伝
え
ま
し
た
。
 

高
橋
教
育
長
は
「
旦

」
ろ
の

練
習
の
成
果
が
実
り
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
県
、
市
の
代

表
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
 
 

堀
内
 
裕
く
ん

（
南
小六
年
｝
 

秋
山
和
豊
く
ん

（
五
小六
年
）
 

佐
々
木
貴
美
く
ん
（
南
小五
年
）
 

一
戸
晃
樹
く
ん
（
栄
小
五
年
）
 

・

無
進
嘩
選
纏
雌
麟
磯
雌
構
鷲
懸議
離
爆
離
構
購
蛾
麟
畿
 



（第638号）⑥ 広報ごしょがわら 昭和62年（1987年）5 月1日 

五所川原市民さくらまつり 
日召和62年5月3日旧）~5 9(k) 
元町八幡宮境内 （夜桜も観賞出来ます） 

05月3日（日） 午後 1時（特設ステージ） 

津軽民謡と手踊りショー （長尾武――座） 

@)5月4日網） 

午前9時 

市老連ゲートボール大会（南斗グランド） 

午後1時 
金多豆蔵と民謡ショー （特設ステージ） 

⑥5月5日（火｝ 午後 1時 く特設ステージ） 

県下カラオケ大会 
力ラオケ出場者はテープ持参のこと。 

主 催 五所川原市観光協会 

▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

後
に
生
れ
た
児
童
を
含
む
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と
。
又
は
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

？
養育
し
て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
児
童
に
つ
い
て
は
、
 

自
分
の
子
ど
も
で
あ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
子
を
養
育

し
て
い
れ
ば
受
給
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額以
 

六
十
二
年
度
分
か
ら

次
の
と
お
り
改
正
に
な

り
ま
す
。
 

▽
交
付
の
要
件
 
税
金
 

〔
固定
資
産
税
、
市

県
民
税
）
を
第
一
期

の
納
期
中
に
、
年
税

額
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
限
り
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

（
第二
期
及
び
第
一1
1
 

期
の
納
期
中
に
、
後

の
納
期
の
全
額
を
合
 
 

上
の
方
は
児
童
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

▽
支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
，
ニ
人
目

の
二
歳
未
満

（
昭和
六
十
ニ
年

四
月
一
日
現
在
）
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
月
額
二
五
〇
〇
円
、
 

三
人
目
以
降
小
嘗
ニ
年
生
終了

前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月

額
五
〇
〇
〇
円
が支
給
さ
れ
ま

す
。
 

▽
新
し
い
児
童
手
当
制
度
の
実

施
方
法
 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
 

わ
せ
て
納
付
し
て
も
報
奨
金

は
交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。）
 

▽
交
付
率
 
上
助
か
ら
叩
一
助に
、
 

交
付
金
額
は
、
各
納
期
別
ご

と
に
最
低
単
位
が
一
〇
〇円

か
ら
一
〇
円
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
額
に
一
〇
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
、
そ
の
端
数

は
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。
 

（
報奨
金
の
額
は
、
第

一
期

中
の
納
付
の
日
ご
と
に
納
税

通
知
書
に
表
示
し
て
あ
り
ま
 
 

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人

（
そ
のう
ち
一
人
以
十

が
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
 

に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

し
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
は
、
改
正
さ
れ
た
制

度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

一
年
目
（
昭和
六
十
ニ
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三

月
三
＋
一
日
ま
で
の
間
）
 

第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十
一
一

年
四
月
一
日
現
在
で
満
四
歳
未
 

す
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
 

早
＜
納
め
れ
ば
 

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
 

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
納
税
通

知
書
を
お
確
か
め
の
う
え
、
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、市
収
納
課
 

（
内
線
二
〇八
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 
 茜

。
 

第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六

十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
満
九

歳
未
満
。
 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
第
二
子
以
降
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

（
 

内
線
二
七
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

卓
球
愛
好
会
 

会
員
募
集
 

▽
練
習
日
時
 
毎
週
木曜
日
の

午
前
十
時
ー
＋
二
時
ま
で
。
 

▽
場
所
 
市
民
体
育
館

（
サ
プ

休
育
館
）
 

▽
連
絡
先
 
昼
間
。
⑨
八
七
九

七
番

（
後
藤さ
ん
へ
）
午
後

六
時
以
降
。
国
一
一
八
九
（
 

花
田
さ
ん
へ
）
 

年
令
、
男
女
不
間
、
初
心
者
歓

迎
。
 

児
童
手
当
改正
の
お
知
ら
せ
 4
月
ー
日
か
ら

2
人
目
の
子
ど

も
に
支
給
 

市役所の電話番号は⑩一 2111番 

熟
前
納
報
舞
鷲
儀
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鷲
碑繊
嚢
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【
 

【
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＠
期
日
 
五
月
十
七
日

（
日）
 

⑥
会
場
 
飯
詰
味
噂
ケ沢
「
野

鳥
の
村

（
家）」
 

回
講
師
 
日
本
野
鳥
の
会
会
員
、
 

津
軽
植
物
の
会
会
員
 

＠
参
加
料
 
無
料
（
た
だ
し
、
 
 

パ
ス
利
用
者
は
バ
ス
代
と
し
て

六
百
円
）
 

⑥
主
催
 
市
教
育
委
員
会

⑥
申
し
込
み
 
五
月
十
二
日
ま

で
に
市
教
育
委
貝
会
社
会
教
育

課

（
廿
⑩
一
一
一
一
一
番内
線
一
一

五
〇
番
）
(
 

回
そ
の
他
 

①
市
民
文
化
会
館
か
ら
、
午
前

九
時

（
中
央
小学
校
前
午
前
九

時
十
分
）
 に
バ
ス
が
出
ま
す
。
 

②
直
接
ム属
（
集
合
さ
れ
る
方

は
、
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
昼
食
、
筆
記
用
具
、
手
帳

（
 

野
帳
）
、帽
子
、
長
靴
（
コ
ー
ス
 
 

に
水
た
ま
り
が
あ
る
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

④
雨
天
の
場
合
は
「野
鳥
の
家
」
 

で
実
施
し
ま
す
。
 

⑤
観
察
は
、
野
鳥
と
野
草
に
分

か
れ
て
同
時
に
行
い
ま
す
か
ら
、
 

ど
ち
ら
か
一
方
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
お
申
し
込
み
の
際
「
バ
ス
利

用
の
有
無
」
と
「
観
察
種
目
」
 

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
 
「野
鳥
の
家
」
は
、
九
月
「
一

十
日
ま
で
開
放
し
ま
す
の
で
、
 

学
校
、
団
体
、
家
族
等
で
自
然

観
察
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

F
業
団
青
年
海
外
協
力
隊
事
務

局
（
。
〇
三
ー
四
〇
〇
ー
七
一
一

六
一
番
 
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
 

4
1
2

1
2
4）
へ
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

募
集
説
明
会
が
開
か
れ
ま
す

五
月
ニ
十
一
日
 午
後
六
時

ー
 

八
時
 
弘
前
文
化
セ
ン
タ

ー
 

五
月
二
十
二
日
 
午
後
六
時
三

十
分
ー
八
時
三
十
分
 
青
森

市
文
化
会
館
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
松
陰
の
道
め
ぐ
り
を

行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
五
月
三
十
一
日
（
日）
 

午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
中
三
前
 

ー
五
所
川
原
市
歴
史
民
俗
資
料

館
ー
金
木
資
料
館
ー
吉
田
松
陰

碑
ー
＋
三
湖
ー
福
島
城
跡
ー
七

ッ
滝
ー
傾
り
石
ー
み
ち
の
く
松

陰
道
ー
竜
飛
5
義
経
寺
ー
平
館

台
場
ー
互
所
川
原
 

▽
集
合
場
所
・
時
間
 
午
前
八
 

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

部
員
募
集
 

▽
対
象
 
市
内
在
住
の
女
性
で
、
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
好
き
な
方
。
 

（
初
心
者歓
迎
）
 

▽
期
間
 
現
在
か
ら
来
年
三
月

末
ま
で
。
 

▽
練
習
 
毎
週
ニ
回
 

▽
連
絡
先
 
五
所
川
原
マ
マ

ー
 

ズ
ク
ラ
ブ
神
成
さ
ん

（市
内

石
岡
。
図
九
五
四
八
番
）
ま

で
。
 
 

時
 
中
三
デ
パ
ー
ト
前

（
市
内

本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
四
千
四
百
五
十

円

（
昼
食
、見
学
料
）
 

▽
申
込
み
先
 
青
森市
大
字
松

森
字
佃
 
青
森
県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
雪
〇

一
七
七
ー
四
一ー
一
〇
六四
番
）
 

▽
申
込
み
メ
切
 
五
月
一
一十
七

日
 

▽
申
込
み
受
付
時
間
 
午
前
八

時
三
十
分
ー
午
後
四
時

（
日曜

日
を
除
く
）
 

ー
 
、

一

I
'
)
'I
‘ノ
し》
 

市
保
険
年
金
課

か
ら

の
お
願

い
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
退
職
被

保
険
者
証
の
更
新
を
ま
だ
済
ま

せ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
更
新

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
五
月
一
日
以
降
は
、
 

各
支
所
分
も
市
役
所
保
険
年
金

課
で
更
新
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 
市
保
険
年

金
課

（か
⑩
二
一
一
一
番内
線

一
一六
一
一
蕃
）
 

柔
道
教
室
 

参
加
者
募
集
 

▽
対
象
者
 
小
学
生

（
男
女）
 

▽
期
 
間
 
現
在
か
ら
来
年
三

月
末
ま
で
。
 （
毎週
月
・
水
 

・

金
曜
日
）
 

▽
時
 
間
 
午
後
五
時
三
十
分

か
ら
七
時
ま
で
。
 

▽
場
 
所
 
三
道
会
館
 

詳
し
く
は
、
市
内
川
端
町

新
山
電
機
内
 
池
田
さ
ん
へ
ど

う
ぞ
。
 （雪
⑩
ニ
六
】
三
番
、
 

自
宅
は
⑩
四
六
三
一
番
一
 

国
回
囲
回
 

山
助
川
原
市
歴
史
民
俗
資
刺

館
で
は
、
七
月
七
日

（
火）
か

ら
九
月
二
十
日

（
日）
‘ま
で
の

会
期
で
、
第
三
回
特
別
展
「
な

つ
か
し
の
五
所
川
原
写
真
展
』
 

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

市
内
の
昭
和
二
、
三
十
年
代

ま
で
の
風
景
、
行
事
、
人
物
な

ど
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
 

お
持
ち
の
方
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

▽
連
絡
先
 
市
歴
史
民
俗
資
料

館

（か
⑩
九
五
五
五
番
）
 

 

ー

然
観
察

会
 

 

    

野
鳥
の
村
オ
ー
プ
ン
ー
 
松
陰
の
道
戸
が
い

I
 

協
力
隊
は
、
開
発
途
上
に
あ
 
車
し

ま
す
が
、
受
入
先
の
職

る
国
々
に
対
し
て
経
済
、
社
会
 

務
・
生
活
環
境
へ
の
適
性
及

の
発
展
の
た
め
に
技
術
・
技
能
 
び

持
っ
て
い
る
技
術
と
求
め

を
身
に
つ
け
た
、
心
身
と
も
に
 
ら
れ

て
い
る
技
術
の
幅
・
内

健
全
な
日
本
の
青
年
を
派
遺
し
 

容
等
を
考
慮
し
、
適
材
適
所
 

て
、
各
国
の
国
づ
く
り
に
協
力
 

の
決
定
を
優
先
し
ま
す
。
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
応
募
締
切
 
五
月
三
十
一
日
 

▽
資
格
 
満
ニ
十
歳以
上
、
原
 

（
当
日消
印
有
効
）
 

則
と
し
て
三
十
五
歳
ま
で
の
 
▽

応
募
方
法
 
協
力
隊
所
定
の
 

日
本
国
籍
を
持
つ
青
年
男
女
 
願
書

を
期
日
ま
で
に
事
務
局
 

▽
派
遣
期
間
 
二
年
問
 

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
派
遣
国
 
本
人
の
希
望
は
尊
 
詳
し

い
こ
と
は
、
国
際
協
力
 

、青

年
海

外

協

力
隊

員
を

募

集
 



定期漬奏会 
五所川原吹奏楽団 

西北五唯i一の社会人吹奏楽団です．ク
多数のおいて‘をZノ 

＞日 時 5 月 3 日（日） 浄

午後 5 時開場 

ン場 所 市民文化会館

レ入場料 1人300円 

※身体障害者の方は無米斗です。 

昭和62年（1987年）5 月 1日 
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、くらしと趣味の教室も 
ー勤労青少年ホームー 

ン受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

動労青少年（15才～30才。 そのほかの人でも 

こ才目談ください） 

ン受講料・ 無米斗（たプごし、材拳ト費は本人負担） 

＞申し込み締切 5 月15日（金） 

＞受講時間 どi折麦 6 時30分～午後 8 時30分、 

＞期間 前期 5 月18日～ 8 月 4 日 

後期 9 月21日～12月15日 

募 集 内 容 
曜日 教 室 名 人員 回数 内 	容 

月 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

火
  

紙ねんど工作 10 10 人形基本から完成まで 

料 	理 15 10 和・洋・中華まで 

陶 	芸 12 10 焼物の基本 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏干家） 

水
  

ア
 
ロ
 
ビ
 

カ
ノ
 
ス
茶
 

エ
 前
（
 
 

20 10 誰でもやさし〈踊れる基本 

10 10 方円流 

木
  

生 け 花 10 10 小原流 

ボールペン字 10 10 実用ボールペン 

金 着 	付 10 10 着こなしのポイント 

お申し込みなどは、市動労青少年ホーム（廿

④3602番）へどうぞ。 

Z「消費者の日」◇― 

、  ◇ 記念講演会~  
一 	市て“は、 5 月30日の 「I肖費者の日」 を記念し 

’ て、講演会を開催します。 

お誘い合廿っ，せのうえ、 多数おいでください。 

ン日時 6 月1 日（月）午前 l0時～12時ころまで。 

＞場所 市中央公民館 

レ講師 高橋みちよ先生（東北女子短期大学教授） 

）テーマ 「家計費に占める食J 

＞入場料 無料・ 

みんなの教室受講生募集 

中央公民館 
ン申じ込み受イ寸期間 5 月 1 日～15日 

ン申し込み方法 ノ、ガギに希望教室名、住所、 

氏名、年令、性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。 （希望教室は一人で 2 

教室まで申し込みできます。） 

ン受講料 無料・（ただし実費は必要です。） 

お申し込みやお間い合わせーは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7か電>6056番）へどうぞ。 

教室の紹介 （各教室とも定員20人） 

教室名 日祖日 時 間 講 師 名 

茶 	道 zIく 午l0:00- 
前 	12:00 

裏千家 
浜田 宗近先生 

生 	花 木 io:oo- 12:00 
測渋
 
眺

谷
 
と
 
先
 
生
 

生 	花 水 
io:oo- 

12:00 
小原流 
鰐田 和子先生 

料・ 	理 火 10:00~ 
12:00 山 本 淳先生 

洋 	裁 土 io:oo- 
12:00 野呂三枝子先生 

着 	イ寸 金 
10:00 - 

12:00 鶴谷公美子先生 

ちぎり絵 * io:oo- 
12:00 神 貴美子先生 

日本舞踊 金 
io:oo- 

12:00 藤 間 綾先生 

コ―ヒ― 月 
9:30- 

ii:oo 小栗山II蚤】i七（先生 

書 	う直 水 
io:oo- 

12:00 
東奥書道 
時田 智子先生 

スポー、ソ 火 
io:oo- 

12:00 藤田 女少子先生 

ダ ン ス 木 
io:oo- 

12:00 田沢 俊一先生 

藤手 芸 火 
10:00～一 

12:00 藤森 せっ先生 

あなたも詩吟を 

やつてみませんか 

五所川原吟詠会（崎野Ii号蔵会長）では 

会員を募集しています。 

初心者大歓i里です。 

レ練習日時 毎週月曜日 

午後 6 時30分カ・ら 8 時30分まて‘ 

ン練習場所 中央公民館 

＞連絡先 か国1263（新町 ＝．オカ） 

レその他 性別・年令等は問いません。 

『
“

，

'
 

一
 

一
 
一
 

一
 

一
 

《
 



たばこは、市内から買って．/ 

あなたが市内てゾこばこをお買

い求めになりますと、た‘まこ1肖
費税が市の収入（たとえばマイ

ルドセフ’ン1箱につき41円40銭） 

になります。 
一ーー一一一」 

⑨昭和62年（1987年）5 月1日 
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計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使用してい

る方は、年1回の定期検査を必ず受けてください。 

レ注意すること 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料

をご持参ください。 

②検査を受けないはかりは、使用することがで

きません。 

③通知書記il●lの期日に検査を受けられない方は、 

他の場所でも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市）で受検しなければなリまーせん。 

実 施 期 日 実 	施 場 戸i斤 

io: 00~ 毘1少門・長富コミュニ 

5 月25日 12:00  テイセン夕ー 

明） 13:00- コミュ二テイセン夕ー 
15:00 飯詰 

5 月26日 io:oo- 五所川原市農業協同組 

（灯 15:00 合三好支所 

10:00- コ ミュニテイセンター 
5 月27日 11:30  中川 

セiく〕 13:00~ 津軽中央農業協同組合 
15:00 吹畑支所 

io: 00- 五所川原市農業協同組 
5 月28日 11:30  合栄支所 

困 13:00・・ー 梅沢 
14:00 コミュニテイセンター 

io:oo- コミュニテイセンター 
5 月29日 11:30  長橋 

団 13:00- コミュニ・テイセンタ― 
14:00 七和 

6 月1日 io:oo- 中央集会所 
15:30 （上平井β汀旧郵便局跡） 

6 月 2 日 io: 00- 
(!Jく） 15:30 同 	上 

6 月 3 日 10:OO~ 
（り◇ 15:30 五所川原市民文化会館 

6 月 4 日 io:oo- 
（村 15:30 同 	上 

工業統計調査の 

ポスター募集 
レ規格 くD縦59I S 横42γ (縦長）、（2)4 色以

内、（3）「通商産業省」 「工業統計調査」 「工

業実態調査」 「昭和62年12月31日」 の文字を

入れる、④写真は使用しない‘こと、（S）ポスタ 

ーの裏面に 「住 j折、氏名、」識業（学生の場合

は学校名、学年）」 を明記すること。 

ン」芯募期間 5 月10日から 6 月30日 （当日消印

有効）まで。 

＞応募先および問い合わせ先 県企画部1り臨十昌艮 

(廿0177②1 111番内線2181番）ノ、、どうぞ。 

開館時間の変更 
働J く Iと「lI人の家の尉捕官時間が 5 月 1 日から、ら尺 

のとおり変更になります。 

レ開館時間 

0平 日 午前 9 時～午後 9 時まて％ 

0 日曜日 午前 9 時～午後 5 時まて％ 

レ休館 日 

0国民の祝日 

0月曜日 （月曜日が国民の祝日にあたるとき 

は、その直後の国民の祝日以外の日） 

012月28日ー-12月31日まで’および1月 2 日～ 

1月 4 日まで。 

生活講座受講生募集 驚 
1． 	 働〈婦人の家 墨 

＞受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

妬I人 

＞受 講 料 無米ト（材料費は本人負担） 

ン受講期間 5 月26日～ 7 月31日 （覇：道教室は 

6 月 6 日～10月 3 日） 

ン受講時間 午後 6 時30分～ 8 時30分・（書道教 

室は午後 1時～ 3 時） 

ン申し込み締切 5 月24日（H）正午 
レ申し込み先 市働く婦人の家（h⑩8898番） 

募集内容 

曜日 教 室 名 人員 回数 内 	容 

火 ア
 
ロ
 
ビ
 

力
ノエ

教
 
ス
室
 

 

20 10 基礎体力づ〈り 

水
  

着 付 教 室 15 10 着こなしとポイント 

藤細工教室 20 10 基本になる作品 

木
  

マクラメ教室 20 10 基本になる作品 

生け花教室 15 10 小原流 

金
  

料 理 教 室 30 10 家庭料理 和・
洋・中華など 

茶 道 教 室 10 10 遠州流 

土 書 道 教 室 20 10 基本（細字） 
（隔週の土曜日） 

＊エアロピクス教室は、30オ以上の方のみ申し

受けます。 

‘
亀
i
i
i難
難
「
 

・

」
・
鼻
一
一
 

, 



山
ほ
ど
雪
遣
く
 
、
 
楠
 
美
 

チ
 
ョ

山
ほ
ど
雪
遣
く
 
、
 
楠
 
美
 

チ

ほ
の
ぽ

の
と
旅
芸
人

の
気
負
い
見

つ
楽
屋
に
残
り
し
 

サ
イ
ン

の
痕
に
 

大
 
沢
 

頼
 

噂 
「愛の献血お願いします」 
月 	日 時 	 間 場 	 所 

5 月12日 

（火） 

午前10時から 
正午まで 

広田 木村石油前 

午後1時30分から 
4 時まで 

上平井町 

白生会胃腸病院前 

5 」」25日 

C 	J] 

午前10時から 
正午まで 

鎌谷町防災コミュ

ニテイセンター前 

午後1時30分から 
4 時まで 

マルトモ 
デパート駐車場 

みんなの健康教室へどうぞ 
医師会と家庭を結ぶ「みんな c7准劃誕教室 

室」 が次の日程で開かれます。お気軽に 

おいで下さい。 

今回のテーマは 「腎臓の話」 

ン日時 5 月22 日（」金,午後1時 

ン場所 市保健センター 

レ講師 永田紀四郎先生 

（永田小児科医院長） 

ン主催 北五医師i会・市民保健協議会 

f支 

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

五
所
川
原
支
部

勾
配

の
け
わ
し

き
寺

の
屋
根
の

う
え
獣
め

く
目

の
カ

ラ
ス
止

ま
れ

リ
 

野
 
呂
 

富
 
枝

清
掃
を
終

え
来

て
家
路
た
ど
る
と
き
生
の
証

と
タ
日

燃
え
た
リ
 
赤
 
坂
 

千
賀
子

つ
ら
な
り
て
朝
空

高
く
白
鳥
の
鳴
き
渡

り
ゆ
く
そ
の

声
澄

め
リ
 

三
 
浦
 

そ
 
め

義
経

堂
の
鎧
黒
ず
み

光
り
い

て
衣
川
合
戦

を
吾
が
思

い
を
り
 
吉
 
田
 

勇
 
造

雪
掻
き
を
終

え
て
安

ら
ぐ

ひ
ま
も
な
し

除
雪
車
門

に
 

国
 

闘
 

休日．夜間の急病仕 

公H35二20 
り ~騒救急嘱需帯徐 

昭和62年（1987年）5 月1日 
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新受入図書 
	

市立図書館 

‘り 	名 著 者 名 i年 	名 著者名 

システム設計入門 石部 公男 新聞報道のあり方 生田 正輝 

父親の役割 M
 

し
7
 
ム
 
編
 

現代の処世 	I 山本 七平 

危
の
 
機
道
 
を

場
 
乗
 
越
 
え
 
ふ
 
・
い
 

室生 	忠 日本研究の新視点 日 本歴史 
学 	会 

大安楽で生きないか 尾関 宗園 宮本武蔵 小沢 正夫 

アジアの歩きかた 鶴見 良行 凍土の共和国 金 	元砕 

家族の時代 木村尚三郎 検察の窓から 安原 美穂 

なぜ、不器用っ子は 
fごめか 谷111 貝公昭 専業主婦の消える日 金森トシエ 

バイオテクノロジー 
入門 篠原 	昭 大学進化革命 古屋 忠彦 

絵とき電子回路の剖‘ 
算 栗原 	豊 住まいの地下室 東方 洋雄 

米をどうする 河北新報社 世界の国歌 美山書房 

果
方
 
菜
 
の
 
上
 
手
 
な
 
っ
 
く
 

青木 宏史 陛下側近として五十
年 入江 相政 

日本語を生きる 井上ひさし 
ドクトルてるこの聴
珍記 佐伯 輝子 

異人伝心 今村 茂男 一
 

 も
一
 
っ
 
る
 
べ
 

レ」L
・
 

子
プ
 
ど

サ
 

山本駿次朗 

蜘緋遊学 成田 専蔵 地図の道 榊原 和夫 

おとなへの出発 菊地 良輔 中国東北の旅 村山 	乎 

青春の乱気流 大塚 達男 難民の時代 小松・隆二 

ア
ら
 
フ
 
カ
 
の
 
飢
 
え
 
た
 
子
 

幸野 	尭 文ちゃん伝 大山 真人 

「火の玉」の謎 大槻 義彦 花の色の謎 安田 	群 

生理時計 E・ 
ビュ＝.ンクー カピと病気 宮治 	誠 

柴田錬三郎私史 中村 勝三 幼き日々へ 津島 佑子 

雪 嵐 小検山．博 ひたむきに生きる 滞地 久枝 

忠臣蔵 森村 誠ー一 パルモア病院日記 中平 邦彦 

か
1
z
 

旅
人
 
よ

生
 
凍
 

田中 澄江 日本鶏 斉藤 	章 

好きな人ができたら
読む本 山ロ 洋子 嵐吹く時も 三浦 綾子 

黒龍江への旅 高野 悦子 深呼吸の必要 長田 	弘 

家庭内離婚 林 	郁 一休さんの道 川ロ松太郎 

最後の戦士者 小塚 金七 東京路上探険記 尾辻 克彦 

白 夜 渡辺 i享― 星を撤く 田辺 聖子 

塀
面
 
の

々
 
中
 
の
 
懲
 
ケ
 

安部 譲二 破れた繭 開高 	健 

ほんとうの話 曽野 綾子 優しくって少しばか 原田 宗典 

優しさという階段 灰谷健次郎 私の女友達 津村 節子 

「常識」の非常識 山本 七平 楽屋のことば 戸坂 康ニ 

哲盆豪lり雪ゃか 桐島 洋子 これからの日本語 日 本放 送 
協 	会 

な
 

ノ
、
 
や
 
さ
 
し
 

か
い
 
ぎ

花
 
り

な
 

星野 富弘 臨集生のための文章 梅田 卓夫 

醒めて見る夢 長部日出雄 夜と陽炎 開高 	健 

逆転の歯車 清水 一行 
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